
 
2023年度 年次活動報告書 

 

災害復興医療人類学研究所 
所長 辻内琢也（人間科学学術院 教授） 

 
研究活動概要 
・定例研究会の実施 
研究所研究員・招聘研究員、および各研究室所属学部生・大学院生による研究報告とディスカッションを行った。報告者と報告
内容は下記の通りである。 

2023 年 4 月 25 日︓吉田耕平（招聘研究員，社会学・社会思想史）「しごとの災害社会学︓なぜ〈あそこでもういちど働
きたい〉のか――職業集団モノグラフによる『原発避難』再論」 
2023年 5月 23日︓明戸隆浩（大阪公立大学，社会学・多文化社会論）「『人を貶める言葉』の理論化を目指して――
否定論、特権論、そしてフェイクニュース」 
2023年 6月 27日︓セシル・浅沼・ブリス（フランス国立科学研究センターMITATE ラボ，都市社会学）「浪江︓原発事故
後の回復力レジリエンスの世界的モデルとして映し出される田舎の村」 
2023年 7月 25日︓小豆川勝見（東京大学大学院総合文化研究科，環境分析学）「線量測定と住民とのやりとり―大
熊町を例に」 
影浦峡（東京大学大学院教育学研究科，情報学・言語学・計量言語学）「研究不正・学界・メディア︓宮﨑・早野論文

をめぐる問題を中心に」 
2023年 8月 22日︓辻内琢也（所長）「科研費申請計画書（案）の検討／シンポジウム二日目プログラムの検討」 
2023 年 9 月 26 日︓鴨下祐也（バイオ機能応用学・バイオプロセス工学）「科学者そして当事者として体験し考え続けてき
たこと―事故前、事故後、そして“いま”」 
2023 年 10 月 24 日︓小豆川、ブリス、鴨下、日高、明戸、辻内「シンポジウム 2 日目・リレー講演/パネルディスカッション予
行」 
2023年 12月 26日︓「シンポジウム 1日目『福島原発事故 12年の経験から学ぶ』の振り返り」 
2024 年 1 月 23 日︓「シンポジウム 2 日目『フクシマの“いま”を知る―自然科学と人文社会科学との対話から』の振り返り／
来年度シンポジウムに向けての話合い」 
2024年 2月 27日︓辻内琢也（所長）「次なる原発事故災害に向けた地域間防災協定に向けて―福島県富岡町と埼玉
県杉戸町・幸手市・宮代町の経験から学ぶ」 
2024年 3月 26日︓村本邦子（立命館大学応用人間科学研究科，教育心理学）「チェルノブイリから福島を見る」 

・主要な研究業績 
【国際雑誌原著論文】1 件 

1） Tomoo Hidaka, Shota Endo, Hideaki Kasuga, et al. Developing a broad perspective of future work 
and career in medical students through field trips to a disaster area: a qualitative study. BMC 

Research Notes. 2024: 17(1). DOI: 10.1186/s13104-024-06724-9. 
【和文著書】1 件 

2） 小久保哲郎，猪股正（編著）：コロナ禍３年聴き続けた 1 万 5000 人の声－電話相談から始まる、未来を

創る運動．明石書店，2023 年 9 月 5 日 ISBN:978-4759268010 

【和文原著論文】3 件 

3） 辻内琢也：戦後最大の日本における国内避難民（IDPs）の現状と課題；PTSD 調査と国内強制移動に関する指

導原則．社会学研究 41(1)：242-253，2024（原著および実践報告） 
4） 明戸隆浩：国会議事録データを用いた「復興」言説の計量テキスト分析―福島原発事故から 13 年、「復興」をめ

ぐる議論の構図はどう変化してきたか．經纃學雜誌 124(1・2)：2024 



5） 明戸隆浩：東日本大震災・福島原発事故から 13 年目にあらためて「復興」を考える―大阪公立大学人権問題研

究センター福島県現地調査（2023.3.21-23）の記録．人権問題研究(21)：2024 
【和文総説論文】2 件 

6） 金智慧，平田修三，佐藤遥佳，他：福島原発事故 12 年の経験から学ぶ―当時小学生だった若者達との対話から

（第 2 回）．人間科学研究第 37 巻第 1 号：214-226、2024 
7） 猪股正：平時の社会保障を土台とする災害対策へ．（特集：能登半島地震災害と法），法と民主主義(587)：17-21，

2024 
【国際学会発表】1 件 

1） Yoko Tsuchiya, Takuya Tsujiuchi：Five years after the Earthquake and nuclear accident: Loss and its psychological 
effect, Fukushima Study (福島原子力発電所事故後避難者の 5 年後のふるさと喪失感とその心理学的影響), 
European Journal of Public Health Volume 33 Supplement 2 page 349, October 2023, ISSN 1464-360X, Oxford 
University Press ［16th EPH Conference Dublin Ireland（第 16 回欧州公衆衛生学会（EUPHA）ダブリン・ア

イルランド）2023.11.9－11］ 
 

特に有意義と考える活動、成果等 
・シンポジウム“復興の人間科学 2023”の開催 
 ➡ https://wima.jp/?p=1796 
◆2023年 11月 18日（土）／19日（日） 
◆早稲田大学大隈記念講堂（小講堂/大講堂），Zoom同時開催 
◆主催:早稲田大学人間総合研究センター，早稲田大学災害復興医療人類学

研究所（WIMA） 
大会長︓辻内琢也，実行委員長︓平田修三，事務局長︓金智慧 

◆共催:MITATE Lab. Post-Fukushima Studies(フランス国立科学研究セン
ター見立てラボ）（2日目） 

科研費基盤研究（B）︓原発事故被災者の移住・帰還・避難継続における
新たな居住福祉に関する人間科学的研究 
【１】 福島原発事故 12年の経験から学ぶ  

―当時小中学生だった若者達との対話から(第 2回)― 
Lessons from 12 Years of Experience after the Fukushima Nuclear Accident : 
From the Dialogue between Young Victims and Researchers 
［ご挨拶］開会の挨拶︓西村昭治（早稲田大学人間総合研究センター所長） 
［第１部］ 
①企画趣旨︓平田修三（大会実行委員長・仙台青葉学院短期大学准教
授） 
②避難経験のある若者 5名による発表 
③早稲田大学人間科学部学生による発表 
④本シンポジウム企画教員 5名によるコメント 
（扇原淳，小島隆矢，多賀努，日高友郎，明戸隆浩） 
※午前の部 ➡ https://youtu.be/rYQgzaiUoUw 
※午後の部 ➡ https://youtu.be/chegvlQvGsE 

［第 2 部］基調講演「演劇から考える原発事故の十二年︓高校生たちと作る」  
➡ https://youtu.be/3UUrjm4Q3IU 
話し手︓佐藤茂紀（演出家・劇作家・高校教諭） 
聞き手︓吉田千亜（フリーライター・ノンフィクション作家） 
コメンテーター︓辻内悠（応用演劇プラクティショナー） 

［第 3 部］パネルディスカッション「原発事故後 12 年の経験の意味・意義を考える」 
➡ https://youtu.be/fvPsNSXNjHI 

被災当事者 5名，吉田千亜，金智慧，平田修三．司会︓辻内琢也 
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［第 4部］シンポジウムへのコメント・まとめ 
➡ https://youtu.be/u7Aj159Bo4c 
村上信夫（茨城大学人文社会科学部教授） 
萩原裕子（WIMA 招聘研究員・臨床心理士・震災支援ネットワーク埼玉
SSN心理相談チーム代表） 

［ご挨拶］閉会の挨拶︓金智慧（大会事務局長・早稲田大学人間総合研究セ
ンター次席研究員） 
【２】 フクシマの“いま”を知る    

ー自然科学と人文社会科学との対話から︓教育を軸に考えるー 
Understanding Fukushima Today ︓ From a Dialogue between Natural 
Sciences, Humanities and Social Sciences. Rethinking Education. 
［第 1部］基調講演︓影浦峡（東京大学大学院教育学研究科教授） 
「研究不正・学界・メディア︓宮﨑・早野論文をめぐる問題を中心に」 
➡ https://youtu.be/UheSMMk_5bk 

［第 2部］リレー講演 
①小豆川勝見︓自然科学者（環境分析学）「線量測定と住民とのやりとり―大
熊町を例に」 
➡ https://youtu.be/1MdyXIdLbpM 
②浅沼=ブリス・セシル︓人文社会科学者（都市社会学）「浪江―原発事故後
の回復力レジリエンスの世界的モデルとして映し出される田舎の村」 
➡ https://youtu.be/lgvYe0_O4OQ 
③鴨下祐也︓自然科学者（バイオ機能応用学・バイオプロセス工学／ものづくり
技術・機械・電気電子・化学工学）「科学者そして当事者として体験し考え続け
てきたこと―事故前，事故後，そして“いま”」 
➡ https://youtu.be/KlAdyazyjqE 
④日高友郎︓人文社会科学者（社会心理学）・自然科学者（衛生学）「福
島原発事故による長期避難後の帰還困難区域への帰還に関する懸念︓飯舘村
長泥地区住民へのインタビューから」 
➡ https://youtu.be/tWz3JC3zzOs 
⑤辻内琢也︓人文社会科学者（文化人類学・医療人類学）・自然科学者
（心身医学・災害精神医学）「過剰な不安ではなく正当な心配である︓放射線
の健康影響に対する科学リテラシー」 
➡ https://youtu.be/cG-HIJLWHJU 
⑥明戸隆浩︓人文社会科学者（社会学・多文化社会論）「計量テキスト分析
をふまえた『復興』概念の批判的検討」 
➡ https://youtu.be/b__S4XXANNs 

［第 3 部］パネルディスカッション「フクシマの“いま”を知る︓自然科学と人文社会科
学との対話から－教育を軸に考えるー」 
パネリスト（小豆川，ブリス，鴨下，日高，辻内，明戸）司会（増田） 
➡ https://youtu.be/mM9L6Ejq6-U 

［第 4部］シンポジウムへのコメント・まとめ 
堀川直子（WIMA招聘研究員） 
森松明希子（WIMA 招聘研究員 ・東日本大震災避難者の会
Thanks&Dream代表） 
猪股正（WIMA招聘研究員・震災支援ネットワーク埼玉代表） 

［ご挨拶］17:50～閉会の挨拶︓辻内琢也（大会長） 
➡ https://youtu.be/T39MQtRnbAg 
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その他の活動、成果等 
・学会賞の受賞 
第 64 回日本社会医学会総会(東京)，2023.7.29-30 「ポスター発表ヤン

グリサーチャー部門優秀賞」受賞 
笠田悠，秋満太翔，原田光汰，金智慧，平田修三，辻内琢也︓復興五

輪による福島県産物への風評被害払拭の効果．2023 
・新聞・マスコミでの研究紹介 
・ The Asahi Shimbun ︓ Survey: 37% of evacuees who fled 
Fukushima may have PTSD（2023年 4月 3日） 
 ➡https://www.asahi.com/ajw/articles/14861912 
 Nearly 40 percent of people who evacuated from Fukushima Prefecture to 
areas outside the prefecture may be suffering from post-traumatic stress 
disorder (PTSD), a survey showed. Behind the high rate are long-term stress 
factors, including memories of the 2011 Great East Japan Earthquake, tsunami 
and nuclear disaster, drastic changes in living environments and problems 
resulting from the governmentʼs post-disaster measures, according to the 
survey. The survey was conducted by Waseda University and a citizens group 
called Shinsai Shien Network Saitama (Disaster relief assistance network 
Saitama) from January through April 2022. “Although victims remain in touch with one another, some of them cannot go 
out on their own,” said Takuya Tsujiuchi, a medical professor at the university, who was involved in the research. “Such 
shut-ins alongside depressed individuals and elderly people need personal visits by supporters.” 
 

以 上 

 

https://www.asahi.com/ajw/articles/14861912

